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2021 年 11 月薬事審議会結果 

新規採用薬は薬事審議委員会開催の翌月 1 日（休日の場合は休み明け）より、処方可能となりま

す。切替え、削除薬は、院内在庫がなくなり次第随時となります。 

 

1. 新規採用医薬品 

採用区分 医薬品名/薬効 備考 

用時購入 オクトレオスキャン静注用セット /  放射

性医薬品／神経内分泌腫瘍診断薬 

 

採用 ツムラ治打撲一方エキス顆粒(医療用) / 

漢方製剤 

院外採用から変更 

用時購入 ケシンプタ皮下注 20mg ペン / 多発性硬化

症治療剤/ヒト型抗 CD20 モノクローナル抗体 

B 型肝炎再活性化リスクあり 

採用 ゼオマイン筋注用 50単位 / A型ボツリヌス毒

素製剤 

 

採用 ゼオマイン筋注用 100 単位 / A 型ボツリヌス

毒素製剤 

 

用時購入 アジョビ皮下注225mgシリンジ / ヒト化抗

CGRP モノクローナル抗体製剤 

 

採用 デエビゴ錠 2.5mg / 不眠症治療薬 院外採用から変更、ベルソムラ

錠 15mg、20mg は院外採用に変更 

 

2. 後発品変更医薬品 

【新規採用】 後発医薬品名 【切替え】 先発医薬品名 

アダリムマブ BS 皮下注 40mg ペン 0.8mL「第一三

共」（用時購入） 

ヒュミラ皮下注 40mg ペン 0.4mL（切り替え

ではなく、ヒュミラは特定患者のまま） 

イマチニブ錠 100mg「NK」 グリベック錠 100mg 

 

3. 採用区分変更医薬品 

医薬品名 採用区分（変更前→変更後） 

ベルソムラ錠 15mg 採用→院外採用 

ベルソムラ錠 20mg 採用→院外採用 

クリアクター静注用 80 万（院内在庫 2V 必要） 採用中止→採用 

ゲンタシン注 60 採用中止→用時購入 

ニコペリック腹膜透析液(1500mL)(排液用バッグ付) 特定患者→採用 

ミッドペリック L135 腹膜透析液(1.5L 排液用バッグ

付) 

特定患者→採用 

ミッドペリック L135腹膜透析液(1L排液用バッグ付) 特定患者→採用 

リタリン錠 10mg 採用→院外採用 
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ヒアレインミニ点眼液 0.3％ 採用→院外採用 

フルダラ錠 10mg 採用→用時購入 

ベプシドカプセル 25mg 採用→用時購入 

アレビアチン錠 100mg 採用→用時購入 

動注用アイエーコール 100mg 採用→用時購入 

アルケラン静注用 50mg 採用→用時購入 

ハラヴェン静注 1mg 採用→用時購入 

ノバントロン注 10mg 採用→用時購入 

トルソプト点眼液 0.5％ 採用→用時購入 

アボネックス筋注用シリンジ 30μg 採用→用時購入 

イベニティ皮下注 105mg シリンジ 採用→用時購入 

エタネルセプト BS 皮下注 50mg ペン 1.0mL「MA」 採用→用時購入 

サンドスタチン LAR 筋注用キット 30mg 採用→用時購入 

タイサブリ点滴静注 300mg 採用→用時購入 

パージェタ点滴静注 420mg/14mL 採用→用時購入 

エクストラニール腹膜透析液(1.5L 排液用バッグ付) 特定患者→用時購入 

エクストラニール腹膜透析液(1.5L) 採用→用時購入 

エクストラニール腹膜透析液(2L) 採用→用時購入 

エクストラニール腹膜透析液(2L 排液用バッグ付) 採用→用時購入 

ミッドペリック L250 腹膜透析液(1.5L 排液用バッグ

付) 

特定患者→用時購入 

ミッドペリック L250腹膜透析液(1L排液用バッグ付) 特定患者→用時購入 

レギュニール LCa2.5 腹膜透析液(1.5L(排液用バッグ

付)) 

採用→用時購入 

レギュニール LCa2.5 腹膜透析液(2.5L) 臨時採用→用時購入 

レギュニール LCa1.5 腹膜透析液(2L(排液用バッグ

付)) 

採用→用時購入 

レギュニール LCa1.5 腹膜透析液(5L) 採用→用時購入 

エピペン注射液 0.3mg 特定患者→用時購入 

 

4. 規格追加・規格変更・名称変更採用医薬品 

規格追加・変更・名称変更医薬品名 備考 

ヒュミラ皮下注 40mg ペン 0.4mL ヒュミラ皮下注 40mg シリンジ 0.4mL から切り

替え 

トレアキシン点滴静注液 100mg/4mL 粉末製剤が出荷調整のため 

ピコスルファート Na内用液 0.75％「武田テバ」 「CHOS」から変更 

 

 

 



 3 

5. 採用中止医薬品 

医薬品名 中止前採用区分 備考 

シンフェーズ T28 錠 院外採用 使用患者少ないため 

ピコスルファート Na 内用液 0.75％

「CHOS」 

採用 屋号変更 

フルツロンカプセル 200 採用 使用患者少ないため 

プレグランディン腟坐剤 1mg 採用 使用患者少ないため 

セネガシロップ 特定患者 使用患者少ないため 

ダイアニール-N PD-2 1.5 腹膜透析液

(5L) 

採用 腎臓内科医師より 

 

6. 院内製剤 

院内製剤名 採用/削除 備考（分類） 

なし   

 

7. その他 

1） フォーミュラリについて 

・気管支喘息吸入薬 ICS+LABA（喘息治療ステップの「ステップ 2」から使用する場合を想定） 

第 1 選択薬：レルベア 100 エリプタ 30 吸入用 

 

・白癬、皮膚カンジダ症における外用薬 

第 1 選択薬：ケトコナゾールクリーム 2％「JG」 

（びらん、傷があるとクリームは刺激になるため、アスタット軟膏 1％の選択を考慮する） 

 

8. 次回薬事審議会は、2022 年 1 月 19 日（水）、場所は研修棟 3F 講義室の予定です。 

 


